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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Pythonは、データ分析などで活用事例の多いプログラミング言語です。分析結果を図示することで、説明などに活用します。今日は、作図の基本について説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、Pythonが持っている基本的な作図機能について説明します。

この講義で使用しているクラウド環境では、日本語を図に入れるためのフォントがありません。そのため日本語が表示できないことに留意してください。自分のPCにPythonの環境を入れた場合には、図の中に日本語表示が可能となります。
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plotsample/simplePlot.ipynb



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Pythonの標準的なライブラリにmatplotlibがあります。これを使って図を描いていきましょう。

作図に使用する基本的な関数をいくつか挙げておきます。図のタイトルを表示するtitle()、データを点で表示する散布図を作成するscatter()、データを折れ線で表示するplot()、図中の点や線の説明である凡例を表示するlegend()です。

作図後、show()で画面に図を表示します。使用している環境ではブラウザの中で表示します。savefig()を使うとファイルに図を保存することができます。保存先は、クラウド環境です。ファイルの一覧に出力したファイルが見当たらない場合には、ブラウザの更新機能を使ってください。また、出力ファイルを見るためには、ダウンロードする必要があります。注意してください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
作図の技術的内容のまえに、基本的なことを確認しておきましょう。

図でデータを示すのは、それを使って読者に何かを伝えることが目的です。不適切な方法で図示すると、誤った情報や印象を伝えることになります。弧った見た目のグラフを作成することで、特定の部分を強調してしまうこともあります。

例えば図の種類は、データの性質に応じて選択するべきです。例えば、人口の時間的推移を表すならば横軸に時間を縦軸に人口をとって、折れ線グラフとするべきでしょう。あるいは、企業の従業員数と職員の平均年収の関係を示したいならば、散布図を使います。各県の人口を比較したいならば、横軸を県名、縦軸を人口とした棒グラフを使います。

縦軸や横軸の範囲の選び方も重要です。人口の変化を表す際に、縦軸の範囲を狭くとると、大きく変動した印象を与えます。範囲を広くとると、変化がほとんどないように見えます。


plot DELS

plt.plot(x,y,label="theory',linewidth=2)

» plot(X,y)
»x(CXERDT—F U X S, yICyEHdDT—4
DX bZEEX. TR TS

=» plot(x,y,’b0’)

»5'b’D’0’ TT—HET70OY
» ZDMMDF—T— |

w|abel : SAN)L

» inewidth : DK
https://matplotlib.org/api/index.htmi
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、折れ線の描き方です。基本は、plot()関数に、横軸の値を表すリストとそれに対応した縦軸の値を表すリストを渡します。その後ろには、折れ線に関するオプションを追加することができます。

例では、折れ線のラベルとして’theory’、線の幅2を指定しています。ラベルは、legend()関数を使うことで、図の中に表示します。

表示しているURLは、matplotlibのマニュアルです。

キーワードには、linestyleがあります。linestyle=‘—’（’-’を二つ）とすると破線になります。試してみましょう。ほかにも、’-.’や’:’があります。試してください。


6 scatter MDELVA

plt.scatter(x,z,|label='data’,color="red',marker='s")

» scatter(x,y)

»x(CxEHDT —F U X . ylCyEHDT—5
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» ZDMMDF—T— R
» color: &
»|abel : IANJL
» inewidth : fROKE
» marker : 52D

https://matplotlib.org/api/markers_api.html
#module-matplotlib.markers



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は、散布図の描き方です。scatter()を使います。plot()と同様に、X軸のデータ、Y軸のデータを与えます。例では、ラベル、色、そして点の形を指定しています。

URLには、markerの指定として使えるものの一覧があります。いくつか試してください。
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= fig,ax=subplots()
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plotsample/multiPlot.ipynb
plotsample/multiPlot2.ipynb
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
複数の図を軸を共有しながら描きたいことがあります。その場合は、subplots()を使用します。戻り値のうちaxはリストで、その要素が一つの図の領域を表します。


| def drawix,v,z):

7 fig,ax=plt.subplots(1,2,figsize=(10,5),sharey=True)
3 ax[0].set titlel 'sin(x)’)

4 ax[0].plot(x,y)

3 ax[1].set titlel cos(x)’)

G ax[1].plot(x,z)

7 plt.show( ]
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
multiplot.ipynbの中を見てみましょう。

subplots()の最初の’1,2’が、一行に二つの図を描くことを示しています。figsizeが全体の大きさです。sharey＝TrueでY軸の共有を指示しています。

図を縦に並べ替えてみましょう。X軸の共有はsharex=Trueです。


def drawl(sx,v1 vZ2,v3,vd):
fig,ax=plt.subplots(2,?,figsize=(10,10),sharex=True,sharey=True ) #xyED I 5r—)L #HZ D
ax[D,U].set_title(’sin(x]’]
ax[0,0].plot(x,y]
cos(x)’)

]
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3 ax[1,0].set titlel’

3 ax[ 1 D] plot(x,y2)

7 ax[0,1].set title('sin(x)*cosi(x)")
3 ax[0,1].plot(x,v3)
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]

wkcos(x) ) sin(x) sin(x)*cos(x)

]
ax[1,1].set _ title
ax[1,1].plot(x,vd
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
multiplot2.ipynbの中を見てみましょう。今度は4枚の図を2×2で表示しています。X軸もY軸も揃えています。axが二次元のリストになっていることに注意してください。
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plotsample/drawShapes.ipynb



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図を描くことも可能です。基本的な図形が用意されています。また、座標を結んで任意の図形を描くことができます。

説明しません。関心がある人は、drawShapes.ipynbを見てください。
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= pi()Z{EF
1 dataz015=[116122,483019,229335]
7 datal99h=[160307,566671,157329]
S label=[ "voung’, 'production’, ‘elderly ]
4 color=["v",'c’,r’
5 ||
f fig,ax=plt.subplots(1,2,figsize=(20,10))
7 plt.rcParams[ font.size']=24 X FDAZFE
8 fig.suptitle( Population of Saga’) #£ED %4 FJIL
9 H19954ED A O =
10 ax[0].pieldatal995, labels=label ,colors=color,
11 startangle=90,counterclock=False,autopct="%1.1f%%" )
17 ax[0].set title( 19957)
13 H2015FED A O =
14 ax[1].pieldataz015, labels=label ,colors=color,
15 startangle=90,counterclock=False,autopct="%1.1f%%")
16 ax[1].set title('20157)
17
15 plt.show() plotsample/piPlot.ipynb



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
割合を表示するときに使用するのが円グラフです。ここでは、1995年と2015年の佐賀県の人口を、若年層、勤労層、老年層に分けた割合を示しましょう。

pi()という関数を使うと、最初の引数に与えたリスト中のデータを、データを百分率に直す必要もなく、表示することができます。二番目以降の引数はオプションです。今回は、二つの円グラフを作図するため、subplots()を使っています。

グラフの開始位置をstartangleで指定していますが、0は右水平の位置です。上から開始するために、90度としています。また、counterclock=Falseとすることで、時計回りにデータを配置しています。


Population of Saga

1995 2015

young

elderly

elderly

production

production


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
二つの円グラフを表示した結果です。1995年から2015年の20年の間で、65歳以上の割合が大きく増えているのが分かります。
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» bar()=Z{EFE
» x@fl, yEHDZENENDT — %% 4@
» ZE(CSNILZIBETED

population=[5120,847,1413,1818,1181,1136,1691]

prefecture=[ Fukucka’, "Saga’, 'Nakasaki ', Kumamoto’,
'Dtita’, Mivazaki ', Kagoshima']

x = [i for i in range(len(population))]

plt.figure(figsize=0(10,10))

plt.rcParams[ 'font.size ]=12

plt.title( Population in Kyushu, 20157, fontsize=28)

plt.xlabel ( "prefecture’)

plt.yvlabel ( population (thousands)’)

plt.bar (x,population,tick label=prefecture]
11 plt.show()
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plotsample/plotBars.ipynb



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
bar()を使うと棒グラフを描くことができます。X軸とY軸のデータを与えます。X軸のデータとは、棒を描くX軸に過ぎません。各棒に対するラベルを与えることができます。

この例では、2015年の九州各県の人口を棒グラフで表します。Y軸のデータであるリストpopulationに対して、X軸のデータは、populationリストの長さ文だけ4行目で生成しています。X軸に表示するラベルは、各県の名前のリストprefectureです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
bar()では、色を指定することができます。color=‘c’とするシアン、color=‘y’とすると黄色になります。また、棒の塗りつぶしパターンをhatchというパラメタで変化させることもできます。値として、‘/’, ‘\’, ‘|’, ‘-’, ‘+’, ‘x’, ‘o’, ‘O’, ‘.’, ‘*’が使えます。試してみましょう。
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» hist()Z{HEFE
»5—5EE>2(bin)ZiEE

» S —INSREDHEEZBHETEL TN
D

plotsample/histogram.ipynb

» pbin
®» a container that you put waste in

®» 3 large container, usually with a lid, for
storing things in
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ヒストグラムは、データの頻度を表すグラフです。例えば、国民の年収の分布を調べる際には、金額の期間を定めて、各区間に入る人数を調べます。matplotlibには、元のデータ、年収分布の例であれば、各人の年収データを与えることでヒストグラムを生成する機能があります。

ヒストグラムでは、区間のことをビンと言います。ビンの数を与えることで、各ビンに入る頻度を計算してくれます。



‘rr—=

data=[2.5,4.,5.5,9.2,0.7,8.6,6.1,7.1,4.3,1.8,
3.4,1.4,7.7,4.4,5,
8.9,2.9,1.1,2.1,3.

plt.figure(figsize=0(10,10)

plt.titlel histogram sample’)

numBins = 10 #binD#

riWidth = 0.9 #E<18/E, FERIBODEIZH L TO. 9%

plt.hist(data,range=(0,10),bins=numBins,rwidth=ridth,color="cyan’)

plt.showi ]
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
histogram.ipynbを見てみましょう。dataというリストには、0以上10未満の数値が沢山入っています。これを幅0.1の区間に分けて、それぞれの区間（ビン）に入っている数を数えて表示します。通常では、各ビンに何個入っているかを数えるのが最初ですが、matplotlibは勝手にヒストグラムを作ってくれます。

7行目のnumBinsがビンの数、9行目のparameta ‘range’が範囲を表しています。これで、0以上10未満の区間を10個に均等割して、ビンを定義しています。
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